






ₒ ₓ 

（注１） シロイヌナズナ：学名 Arabidopsis thaliana、植物分子生物学の研究分野では、全ゲノム配列が 

2000 年に決定されており、遺伝子情報および遺伝子操作技術が整備されていることから、モデ

ル植物として基礎研究に利用されている。 

（注２） 相補体：PAH1/PAH2 欠損変異体に、PAH1 もしくは PAH2 を導入した植物体。 

（注３） クロロフィル：光合成において光エネルギーの吸収する役割を持つ色素。 

（注４） 光化学系 II の最大量子収率 (Fv/Fm):光合成活性の指標となるパラメーターの１つ。クロロフィル 

が受けた光エネルギーのうち、光合成に最大限使えるエネルギーの割合。 

 

ₒ ₓPhosphatidic acid phosphohydrolases are essential for growth under nitrogen-

depleted conditions. 
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